
 
 
 

大谷大学公開講演会 
2019 年度統一テーマ「人が育つということ」 

山形支部 
講 題 

真宗の利益 
 

2019 年 
9 月９日（月） 
１４:３０～１６:３０ 

※入場無料・事前申込不要 
 

 

 

 

 
 

 

講師 加来 雄之大谷大学教授 

会場 山形教務所 
        住所 山形市木の実町 9-26 

対象  同窓生・一般 

 
問合せ 山形支部事務局 担当:水澤 孝秀 

TEL080-5843-6733 

又は、山形教務所 023-633-1339 

主催   大谷大学・大谷大学同窓会山形支部 
 

 
 

 
 

【講師プロフィール】【専門】真宗学 
１９５５（昭和３０）年１０月   京都市に生まれる 
１９７８（昭和５３）年 ３月   大谷大学文学部卒業（仏教学） 
１９８１（昭和５６）年 ３月   大谷大学大学院修士課程修了（真宗学） 
１９８４（昭和５９）年 ３月   大谷大学大学院博士後期課程満期退学（真宗学） 
１９８４（昭和５９）年 ４月   大谷大学特別研修員 
１９８９（平成 元）年 ４月   大谷大学講師 
１９９７（平成 ９）年 ４月   大谷大学助教授 
２００７（平成１９）年 ４月   大谷大学准教授 
２００９（平成２１）年 ４月   大谷大学教授 
【著書・論文】 
『『大無量寿経』の讃歌と問答 －曇鸞撰『讃阿弥陀仏偈并論』を読む』（真宗大谷派宗務所出版部） 
『『教行信証』の思想』（共著・筑摩書房） 
『仏弟子論としての歎異抄 －親鸞聖人の教えを相続するということ－』（真宗興正派安居教務部） 
『天命に安んじて人事を尽くす－清沢満之の求道における自己と他者－』(２０１６年 碧南市清沢満之記念館) 
『清沢満之と如来』(２０１８年 碧南市清沢満之記念館) 
『本尊と聞法』（２０１４年 日報教区出版委員会） 
「已に僧に非ず俗に非ず」（『親鸞教学』９０号所収） 
「「文類」といういとなみ －親鸞における宗教言説の伝承」（『親鸞教学』９１号所収） 
「親鸞と現代」（『信の念仏者 親鸞』吉川弘文館所収） 
「臘扇記といういとなみ」（『臘扇記注釈』解説 法蔵館） 
「清沢満之と宗教言説 －自足と修養－」（『現代と親鸞』第２３号所収） 
「真宗の罪悪観」（『真宗の教誨』所収） 
「「釈親鸞」の遺産相続 －「鏡御影」を手がかりに（上・下）」（『親鸞教学』９６・９７号所収） 
「『大無量寿経』における「難し」の思想（上・下）」（『親鸞教学』１０２・１０３号所収） 
「曇鸞の『讃阿弥陀仏偈并論』」（『真宗総合研究所研究紀要』第３１号所収）  

その他 

大谷大学・大谷大学同窓会では、 
毎年統一テーマを設定し、全国 
約 80 ヵ所で公開講演会を開催 
しています。 

大谷大学同窓会 

講演概要 
真宗は、さまざまな問題がうずまくこの世に

おいて、さまざまな他者とともに生きていく私
たちにどのような人生の意味を実現してくれる
のでしょうか。 
浄土真宗には二種の利益があるという視点か

ら尋ねてみたいと思います。 


